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財団法人の概要

沿　革Ⅱ

　財団法人マルセンスポ－ツ・文化振興財団は、平成１６年２月２０日付けで岡山県教育委員会の許可を得
て設立されました。
　当財団は、寄附行為第３条で、その目的を「岡山県のスポ－ツ・文化の振興発展を図るとともに県民が健
康で豊かな心を持って生活できる環境・社会の実現」と規定し、その目的達成のため、次の５項目

ごあいさつ

　財団法人マルセンスポーツ・文化振興財団は、岡山県のスポーツ・文化の振興発展

と県民の皆さまが健康で豊かな心をもって生活できる環境・社会の実現を願い平成

１６年２月に設立されました。お陰さまをもちまして７年目を迎えることが出来まし

た。このことは、皆様方の温かいお力添えの賜物と深く感謝申し上げます。

　さて、昨年梅雨明け以降、「３０年に一度の異常気象」と言われた暑い日々が続き

今冬は例年になく厳しい寒い日がありました。また、世の中の景気は、一昨年の世界

的大不況の影響から脱却できずデフレ状態が続き経済の閉塞感が否めない事態が

続いております。

　このような中、７月にスポーツ・文化活動に少しでもお役に立てますよう活動助成

事業や表彰事業を行い、さらに８月には、スポーツ少年団・子ども会を含む小学生を

対象にした「マルセン少年ソフトボール教室」を開催いたしました。また、秋には、日

頃の文化芸術活動を発表し、交流を深め、魅力ある郷土の文化を県内外に広く情報

発信する祭典「第２５回国民文化祭・おかやま２０１０」が開催され、当初予定の１１０

万人を超える約１６０万人もの方々が参加されたようでございます。当財団も微力な

がらも県民の皆さまに少しでも明るく元気にお過ごしいただけるよう応援させてい

ただきましたところでございます。

　このたび、活動の記録として、「マルセン」第７号の発刊の運びとなりました。どう

ぞご高覧のうえご指摘を賜れば幸いに存じます。ご協力を賜りました関係各位に心よ

り厚く御礼申し上げます。

　今後とも地域の皆さまのスポーツ・文化活動に貢献できますよう一層の努力を重ね

てまいりますので、引き続きご指導及びご支援を賜りますようお願い申し上げます。

　　平成２３年３月

財団法人マルセンスポーツ・文化振興財団

　理事長　　千原　多美子　　　　

平成16年 2月27日
平成16年 3月26日
平成16年12月14日

平成16年12月23日
平成17年 2月28日
平成17年 3月11日

平成17年 7月14日
平成17年 8月 3日

平成18年 1月13日
平成18年 4月 1日

平成18年 7月21日

平成18年 8月 4日

平成18年11月 3日
平成19年 7月24日

平成19年11月 2日

財団設立。岡山市富町2丁目4番4号に事務所を設置
初代理事長に千原多美子就任
第1回マルセンスポ－ツ・文化賞表彰式及びスポ－ツ・文化活動助成金交付式の開
催
第1回スポ－ツイベント協賛　第23回山陽女子ロードレース大会
晴れの国おかやま国体へ助成
第1回文化イベント　岡山フィルハ－モニック管弦楽団第26回定期演奏会チケット
プレゼントの実施
晴れの国おかやま国体への助成（2回目）
第2回マルセンスポ－ツ・文化賞表彰式及びスポ－ツ・文化活動助成金交付式の開
催
財団のロゴマ－クの選考・決定
公益法人指導監督担当課の変更により岡山県教育委員会から岡山県知事所管
となる
第3回マルセンスポ－ツ・文化賞表彰式及びスポ－ツ・文化活動助成金交付式の開
催
コミュニティライブラリ－の設置（岡山市駅前・岡山会館1階）
「晴れの国おかやま国体写真展　あの感動をもう一度!」
表彰者紹介コーナー・映像コ－ナ－の設置
川島　基ピアノリサイタルの開催
第4回マルセンスポーツ・文化賞表彰式及びスポーツ・文化活動助成金交付式の
開催
第19回全国生涯学習フェスティバル「まなびピア２００７」｢生涯学習見本市｣に
出展

Ⅰ 概　要

１　スポ－ツ・文化活動に対する助成
２　スポ－ツ・文化活動に対する表彰
３　スポ－ツ・文化に関するイベントの開催
４　スポ－ツ・文化に関する広報啓発育成事業
５　その他目的を達成するために必要な事業
　　　　　　　　　　を定め活動を開始しております。
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役員・評議員名簿
Ⅰ

平成23年1月1日現在

評議員名簿
役 職 名

評 議 員

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

氏　　　　　　名　　　会　　　　社　　　　名

馬　越　　　　績 馬越績税理士事務所　所長 

大　田　　弘　之 テレビせとうち㈱　代表取締役社長 

北　尾　　好　昭 ㈱瀬戸内海放送　常勤顧問 

中　川　　洋　一 西日本放送株式会社　岡山本社　中国総支社　支社長 

平　松　　　　掟　　　平松弁護士事務所 （元日本弁護士連合会副会長） 

藤　井　　邦　昭 岡山ネットワーク株式会社　代表取締役社長 

藤　原　　隆　昭 山陽放送㈱　代表取締役社長 

松　岡　　俊　郎　 岡山エフエム放送㈱　取締役会長 

宮　内　　正　喜 岡山放送㈱　代表取締役社長 

藤　田　　土　義 ㈲ミスター・メンテナンス　代表取締役社長 

五十音順　敬称略

役員名簿
役 職 名

理 事 長

常務理事

理 　 事

〃

〃

〃

〃

〃

〃

監 　 事

〃

氏　　　　　　名　　　会　　　　社　　　　名

千　原　　多美子 ㈱成通　取締役 

千　原　　秀　則 ㈱センインターナショナル　代表取締役社長 

伊　東　　香　織 倉敷市長 

加　計　　孝太郎 学校法人　加計学園　理事長 

川　﨑　　誠　治 学校法人　川崎学園　副理事長 

越　宗　　孝　昌 ㈱山陽新聞社　代表取締役社長 

髙　谷　　茂　男 岡山市長 

吉　岡　　洋　介 ㈶ワコースポーツ・文化振興財団　理事長 

千　原　　行　喜 ㈱成通　代表取締役社長 

衣　笠　　和　孜 岡山療護センター　センター長 

信　朝　　　　寛 元岡山県審議監 
五十音順　敬称略

平成20年 3月 8日
平成20年 7月29日

平成20年11月 9日
平成20年12月 1日
平成21年 2月25日

平成21年 3月 8日
平成21年 6月24日
平成21年 7月17日
平成21年 7月27日

平成21年 8月 6日
平成21年10月18日
平成22年 1月13日
平成22年 3月 5日
平成22年 5月13日
平成22年 7月 5日

平成22年 8月 5日

平成22年 8月12日
平成22年 9月26日
平成23年 2月25日
平成23年 3月13日

マルセン少年サッカー教室の開催(岡山湯郷ベル)
第5回マルセンスポーツ・文化賞表彰式及びスポーツ・文化活動助成金交付式
の開催
岡山県生涯学習フェスティバル２００８「マルセンバルーンアート教室」の開催
新公益法人制度施行により「特例民法法人」となる
「マルセン写真コンテスト入選作品展」岡山天満屋地下タウン
アートスペース」において開催（3月2日まで）
「マルセン少年陸上競技教室」の開催
第25回国民文化祭おかやま２０１０への助成金贈呈
岡山市北区駅前町1丁目2番4号へ事務所を移転。
第6回マルセンスポーツ・文化賞表彰式及びスポーツ・文化活動助成金交付式
の開催
「マルセン写真コンテスト入賞絵はがき」のプレゼント
マルセン少年バレーボール教室の開催(岡山シーガルズ)
スポーツ・文化の振興についての論文」入賞者表彰式の開催
「悠久への回帰 高橋秀 展」チケットプレゼントの実施
第25回国民文化祭おかやま２０１０への助成金贈呈（２回目）
第7回マルセンスポーツ・文化賞表彰式及びスポーツ・文化活動助成金交付式
の開催
マルセン栄誉大賞新設
「マルセン小学生ソフトボール教室 in 岡山ドーム」の開催（平林金属女子ソフ
トボール部)
新田　佳浩氏（スポーツ大賞）理事長へ表敬訪問
「川島　基ピアノリサイタル」チケットプレゼント
「モネとジヴェルニーの画家たち」展チケットプレゼント
Ｖ・プレミアリーグ「女子バレーボール岡山大会」チケットプレゼント
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平成22年度 事業報告
第 　　 章1 助成事業関係

1　スポーツ活動に対する助成（応募総数/11件　採用件数/8件）
岡山県において、スポーツ・文化の振興及び発展に寄与するための諸活動に助成を行いました。   

大自然の素晴らしさを体感しながら心身の
健康増進と仲間作り

日本スポーツ少年団活動理念の基、
「軟式野球を通じ学童の健全育成」をめざす

子どもの体力向上と親子のふれ合う機会の
増加

技術向上と健康維持・会員の親睦

幅広い年齢層が集いバレーボール技術の
向上と健康づくり

中学校教育の一環として、中学校生徒に広く
ホッケー実践の機会を与え技術の向上と
アマチュア精神の高揚を図り、心身ともに
健全な中学生生徒を育成するとともに、
生徒相互の親睦をはかる大会

幼児から大人までの陸上競技の普及と
障害者スポーツのＰＲ

学区民へのバドミントン競技を通して
競技機会の提供及び健康増進を図る

金光公民館短期講座
「島トレッキング」

岡山西軟式野球
スポーツ少年団
錬成交流大会

カッピースポーツ
クラブ

第1回卓球親睦大会

金光バレーボール
クラブ

ＪＯＣジュニア
オリンピックカップ
第40回全日本中学生
ホッケー選手権大会

備前市陸上競技協会
設立20周年記念
第7回ＢＩＺＥＮナイタ
ー陸上フェスティバル

バドミントンの
地域活動

浅口市金光公民館

岡山西軟式野球
スポーツ少年団
連絡協議会

久米南町教育委員会

倉敷西公民館卓球
Ｂグループ

金光バレーボール
クラブ

第40回全日本
中学生ホッケー選手権
大会実行委員会

備前市陸上競技協会

御南体協
バドミントンクラブ

1

2

3

4

5

6

7

8

番号 団　体　名 活　動　名 活　動　目　的

2　文化活動に対する助成（応募総数 /43件　採用件数/13件)

3　指定寄付　第25回　国民文化祭おかやま２０１０　助成金　100万円（2回目）   

「交響劇」というコンセプトのもとに、演劇・音楽・舞
踊・伝統芸能などの異分野が共同で創作活動に取
り組み、その活動を通じて、地域における舞台芸
術の新しい可能性に挑戦する。

高芸連加盟の高校生部活動17部門の成果発表
により、情操豊かな生徒を育成し、芸術文化活動
の健全な発展を図る。また広く県民の皆様に活動
広報する。各部門の理解・交流を深めるとともに芸
術文化の創造活動に励む者の一体感の醸成に努
める。

「言語」に頼らず、身体のみで表現するマイムの方
法とその可能性を知ることで、舞台芸術のみなら
ずあらゆる表現者のさらなる表現力の向上と創
造力の探求を目的とする。

県内に伝わる民俗芸能を広く県民に紹介し、民俗
芸能が県民の財産であるという気運の醸成と民
俗芸能の後継者の育成を図りたい。

街灯りを消し本物の夜空を体験することであふれ
る自然と星空の素晴らしさを再認識させ、環境に
やさしい街づくりの大切さを考えるきっかけを作
る。「星の町浅口市」を生かすことで地域の再発見
や市民の史に対する愛情や誇りにつなげ、市民の
意識を一層高める。

地域伝統文化（和紙）の振興及び芸術を通しての
国際交流

次代を担う郷土ゆかりの若手作家を支援し、地域
の文化状況を活性化する。

長年にわたり収集した郷土玩具の一種である全国
各地の土人形によって、歌舞伎と関わり深い津山で
人形展を開催し、地域起こしに貢献する。

多種の文化集合団特性を生かし、オリジナルで意
欲的な創作事業活動を通じ、市民の文化生活の
活力増強と地方文化の推進及び向上を目的とし
ている。

地元出身の児童文学者坪田譲治を顕彰する活動
を通して、子どもたちの健全育成と地域活性化を
図る。

声楽演奏を通じて、地域における音楽文化の向上
に寄与する。

ベトナムの伝統的な舞台芸術（アジア芸術）に触
れる機会を設ける。

歌碑祭・街道祭に老若男女が集い、短歌の里づく
りをめざす。

交響劇「神々の微笑」
～古代吉備王国の光～

第34回岡山県高等学校
総合文化祭総合開会式

平成22年度
天プラ・ホールセレクション　
いいむろなおき　パントタイム
ソロ公演「マイムの時間」
　
おかやま子ども民俗芸能大会

星月夜のコンサート

現代美術『紙』往来
　

「共鳴する美術２０１０
－ストーリー・テリング－」展
　
土人形展示会
「歌舞伎を演じる土人形たち」

創作オリジナルミュージカル
「備中玉嶋湊物語」

坪田譲治を顕彰する会
「子どもの館」の活動

デア・フリーゲル設立２０周年記念　
オペラ・ガラ・コンサート　
～岡山フィルとともに～

ルネスをあそぶⅣ
（ベトナム水上人形劇ｉｎ岡山）

みんなで偲ぼう！ 若山牧水

特定非営利活動法人　　　
アートファーム

岡山県高等学校
芸術文化連盟

岡山県天神山文化プラザ

おかやま子ども
民俗芸能大会実行委員会

岡山天文博物館

特定非営利活動法人　　　
勝山・町並み委員会

倉敷市立美術館

杉元　耕司

創作歌劇団くらしき

坪田譲治を顕彰する会　　
「子どもの館」

デア・フリューゲル

『ルネスをあそぶⅣ』
実行委員会

若山牧水顕彰会

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

番号 団　体　名 活　動　名 活　動　目　的



7 8

　平成２１年度スポーツ・文化活動において国際大会・全国大会等で、特に優秀な成績・業績を収めた個
人又は団体で、大賞受賞者が更なる優秀な成績に応えるマルセン栄誉大賞を創設した。

【マルセン栄誉大賞】（副賞／100万円）

　　●髙橋　大輔　【スケート競技　フィギュア】
●平成22年2月に開催された第21回オリンピック冬季競技大会（2010バンクーバー）において、フィギ
ュアスケート日本男子史上初の第3位となり銅メダルを獲得した。
●同年３月に開催された平成22年世界フィギュアスケート選手権大会（イタリア・トリノ）においても、日本
人男子初の優勝を飾り、金メダルを獲得した。
●平成20年の右膝靱帯断裂という大ケガから見事に復活し、県民に多大な勇気と感動を与えた功績は大
である。

【マルセンスポーツ大賞】（副賞/100万円）

●新田　佳浩　【スキー競技　クロスカントリー】         
●3歳のときに、農作業用機械に左腕を挟まれ、ひじから先を失う。小学生３年生からクロスカントリーを
始めた。
●バンクーバー２０１０パラリンピック冬季競技大会(平22.3.12～3.21)において、クロスカントリース
キー競技男子立位10ｋｍクラシカル及び1ｋｍスプリントクラシカルの2種目で1位（金メダル）を獲得
した。
●クロスカントリーでの金メダル獲得は、日本選手団初の快挙であり、本人の獲得メダルもソルトレークシ
ティパラリンピックの銅メダルに続き、3個となり県民に大きな希望と感動を与えた。

【マルセン文化大賞】（副賞/100万円）

●井手　康人　【美術　日本画】         
●平成20年『第93回院展』出品作「奏楽来現」て 、゙11年連続の奨励賞受賞。また、平成18年『第91回
院展』出品作「奏園」が奨励賞受賞と同時に第12回天心記念茨城賞受賞。　そして、平成21年『第94
回院展』出品作「不二一元」は、一般応募の最高賞日本美術院賞（大観賞）に輝いた。現在日本美術院特
待で、将来大家になることが予想される有望作家である。岡山県に根を下ろし活躍する姿が頼もしい。

1　マルセン栄誉大賞
このたび、マルセン栄誉大賞及びマルセン特別賞を創設した。

2　マルセン大賞

第 　　 章2 表彰事業関係

　平成２１年度スポーツ・文化活動において優秀な成績あるいはスポーツ・文化の振興に貢献した個人ま
たは団体を表彰。

【マルセンスポ－ツ賞】（副賞/30万円）

　　●井上　　正　【体操競技　男子新体操の指導】
●平成１２年４月、岡山国体男子新体操競技の選手強化のため京都府から転居。同年６月に井原ジュニア
新体操クラブ設立とともに監督に就任。全国制覇を目標に日々練習に取り組み、平成２１年度には３度
目の全国制覇を果たし全国トップレベルの強豪チームに育て上げるなど指導力の高さを示した。また、
男子新体操競技を井原市に普及・定着させ、卒業生は国体・インターハイ・全日本選手権などで優勝し、
現在も活躍しており、今後もますますの活躍が見込まれる。

　　●岡山県立玉野光南高等学校陸上競技部　【陸上競技】
●全国高等学校総合体育大会　秩父宮賜杯全国高等学校陸上競技対校選手権大会において、男子が総
合初優勝を成し遂げた。これは岡山県では、昭和50年の岡山工業高等学校以来の快挙であり、陸上競
技「岡山県」を広く全国に知らしめた功績は大きいものがある。　学校創立（昭和59年4月）以来、数多
くの選手が全国総体（インターハイ）に出場し、6回の優勝を成し遂げている。

　　　●皇后杯第28回全国都道府県対抗女子駅伝チーム　【陸上競技】
●第１回大会第４５位、第２回大会第４６位。過去優勝チームの中では、最も下位の成績を経験している。
そのような岡山県チームが平成１７年以降には、上位の常連となり、「皇后杯第２８回全国都道府県対抗
女子駅伝競走大会」において、京都府の６連覇を阻止し、念願の初優勝を果たした。社会人・高校生のレ
ベルアップに加え、泣き所とされた中学生の頑張りが成果をもたらし大きな感動を呼んだ。岡山県女子
陸上競技長距離界のレベルの高さを全国に向けて発信した功績は大きなものがある。

【マルセン文化賞】（副賞/30万円）

　　　●高田神社横野獅子舞保存会　【無形民俗文化財の振興】
●高田神社横野獅子舞保存会は、獅子舞の保存普及と後継者の養成に力を注いでおり、高田地区の小学
校等で指導を受けている子どもたちは、平成19年に津山市で開催された「おかやま子ども民俗芸能大
会」に出演し練習の成果を存分に発揮した。また、保存会の大人たちも、平成20年倉敷市で開催された
「中四国ブロック民俗芸能大会」に出演など、地域での伝承活動のほか、市内外のイベントに招かれて公
演しており、日頃の成果を発表するとともに、獅子舞を広く知っていただくことに努めるなど活発な活動
を展開し、県内伝統芸能の範となっている。

　　　●諸星　美喜　【美術　日本画】
●大学在学中から、毎年のように各種公募展で、入選・入賞を続け、平成１７年度には、ついに日展特選を
受賞し、平成２１年度「第４１回日展」出品作「ゆらり」で、２回目の特選に選ばれた。岡山県の日本画家層
は洋画に比べ薄く、日展特選も金谷朱尾子（故人）・池畑秀穂を含め3人だけである。今後の活躍が期待
できる中堅有望作家である。

３　マルセン賞
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第 　　 章3 イベントの開催（協賛） 第 　　 章4 スポーツ・文化に関する広報、啓発事業

1　ホームページの管理 

2　機関誌「マルセン」7号の発刊

3　スポーツ・文化活動助成事業の広報
●ラジオ番組への出演　　番組提供　㈱成通グループ

　ＲＳＫラジオ　パーソナリティ ： 石田　好伸

　「おかやま朝まるステーション昼またぎ」（12：30～40　放送内）

　期　間　平成22年8月3日～10月19日　毎週火曜日　12回

　出演者　平成22年度　助成金交付対象者全員

　　　　　スポーツ関係　8名　　文化関係　13名

　各団体（個人）の活動状況等をリスナーに知らせる事ができた。

●男子第49回女子第40回西日本学生ハンドボール選手権大会（協賛）
　平成２２年７月１０日（土）～１４日開催　桃太郎アリーナ・岡山県総合グラウンド体育館

●マルセン小学生ソフトボール教室の開催
　平成２２年８月５日（木）　岡山ドーム
　参加者／１２０名　講師／平林金属女子ソフトボールクラブ選手の皆さん

●第２９回山陽女子ロードレース大会（協賛）
　平成２２年１２月２３日（木・祝）開催　岡山市内

●女子バレーボール　Ｖ・プレミアリーグ戦　チケットプレゼント
　平成２３年３月１３日（日）　桃太郎アリーナ
　招待／１００名（５０組）（応募数410件）

●第６回沙美アートフェスト（協賛）
　平成２２年５月１５日（土）開催　倉敷市沙美海岸（５４作品)
　展覧会／倉敷市立美術館第１展示室　平成２２年８月１７日～２２日

●㈳岡山県文化連盟・文化講演会「文化のつどい」（助成）
　平成２２年８月２５日（水）　「音楽と私」　　ピアニスト　　松本　和将氏
　平成２２年８月２８日（土）　「音楽と私」　　メゾソプラノ　伊藤　宏恵氏
　平成２２年９月 １日（水）　「彫刻の見方」　彫刻家　　　 蛭田　二郎氏

●「川島　基ピアノリサイタル」　チケットプレゼント
　平成２２年９月２６日（日）　さん太ホール
　招待／３０名（１５組）

●特別展「モネとジヴェルニーの画家たち」チケットプレゼント
　平成２3年2月２5日（金）～4月10日（日）
　招待／150名（300組）（応募数527件）
　（当初25組招待のところ、成通グループから125組分の提供を受けた）

●アンデルセン・ミュージカル「ハンスの冒険」チケットプレゼント
　平成２3年3月19日（土）・20日（日）　倉敷公民館
　平成２3年3月22日（火）・23日（水）　岡山・さん太ホール
　招待／40名（親子20組）
　（成通グループから提供を受けた）

1　スポーツ

2　文　化
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第 　　 章5 ホットコーナー

2010年岡山勢が全国舞台の女子駅伝で3冠達成

　2010年、女子駅伝の全国舞台で岡山のランナーが躍
動した。
　１月17日、京都市の西京極陸上競技場を発着する９区間
42.１９５㌔のコースで行われた第28回全国都道府県対抗
で岡山県チームが栄光の先陣を切る。県勢過去最高タイム
となる２時間16分24秒で初優勝、この大会から初めて授
与された皇后杯を手にした。国内屈指の実業団の天満屋勢
と高校の興譲館勢に、次代を担う中学生の力がかみ合い、
初の頂点に立った。
　１区11位の岡山は、２区浦田佳小里（天満屋）が区間賞
の力走で３位に浮上。３、４区でトップの千葉に２秒差に詰め
寄ると、５区菅華都紀（興譲館高）が区間賞を奪って首位に。
さらに６区赤松真弘（同）も区間新をマークする快走で後続
を突き放した。その後もトップを譲ることなく、最後は北京
五輪マラソン代表の中村友梨香（天満屋）が笑顔でゴール
テープを切った。岡山の入賞は６年連続７度目、表彰台は４
年連続となった。
　表彰式では、日本陸上競技連盟の河野洋平会長から主将
の泉有花（同）に皇后杯が手渡され、メンバー全員に金メダ
ルがかけられた。

　1983年の第１回大会は45位。あれから27年、各年代の指導者が手を携えた長年の強化策が実を
結んだ。「昨年は２位で今年は優勝しかないと思っていた。有言実行できて良かった」と山口衛里監督。新
たな歴史を刻んだ選手たちの手によって破顔の指揮官が宙に舞った。 
　12月19日、岐阜市の長良川競技場を発着する６区間42．１９５㌔のコースで争った第30回全日本実
業団対抗では、天満屋が２時間14分35秒で初優勝、19年連続出場となった大舞台で悲願の日本一を
達成した。
　１区泉がトップと８秒差の４位と好発進した。６位でたすきを受けた北京五輪代表の中村がエース区間
の３区で順位を一つ上げると、最長５区で重友梨佐が区間賞の力走で４人を抜き一気に首位に浮上。最
後は３年連続でアンカーに起用された浦田が重友に続く区間賞でリードを広げ、２位第一生命に約１分の
大差をつけてフィニッシュした。11秒差で惜しくも栄冠を逃した前回の雪辱も果たし、優勝の瞬間、選手
たちは抱き合って喜びを分かち合った。
　天満屋の入賞は10年連続14度目で、表彰台（３
位以内）は７度目。武冨豊監督は「一人でもミスがあ
ると勝てないと思っていたが、全員が想定通りか、想
定よりいいタイムで走ってくれた」とねぎらった。
　岡山旋風の締めは興譲館高だ。12月26日に京
都市の西京極陸上競技場を発着点に、５区間21．０
９７５㌔で競った女子第22回全国高校駅伝で１時
間７分50秒でゴール、５年ぶり２度目の栄冠をつか
んだ。
　１区菅が区間賞を奪う絶好のスタートを切った。
その後、２位に後退したが４区赤松弘佳が区間１位
の好走で首位に浮上。最後はエースで赤松の双子
の妹、真弘が逃げ切った。
　入賞は８年連続で、表彰台（３位以内）は７年連続。
予選のタイムは全国１位。優勝候補の大本命が前評
判通りの強さを発揮した。過去4年は準優勝、3位が
各2度と惜敗続き。99年の創部からチームを率い
る森政芳寿監督は「控え選手を含めた部員全員の
チームワークでつかんだ勝利」と感慨に浸った。
　女子の全国都道府県対抗、全日本実業団、全国高
校の3駅伝で同一都道府県が同一年で優勝を飾っ
たのは、史上初。さらに、年明けの都道府県女子駅
伝で、岡山県チームは２連覇こそ逃したが、後半粘っ
て2位に食い込み底力を示した。駅伝強豪県の地位
を揺るぎないものにした岡山は、今まさに黄金期を
迎えている。

（本文、写真、表いずれも山陽新聞社提供）

全国都道府県対抗女子駅伝・岡山
　全国都道府県対抗女子駅伝で初の栄冠を獲得した岡山。皇后杯を手にする山口衛里監督を囲む選手ら

全日本実業団対抗女子駅伝・天満屋
全日本実業団対抗女子駅伝で初優勝した天満屋。

栄光のテープを切る浦田佳小里

全国高校駅伝・興譲館
全国高校駅伝女子で５年ぶり２度目の優勝を飾った興譲館。
１区菅華都紀（右）から２区岡未友紀へのたすきリレー

…女子駅伝の全国大会栄光の跡…

【注】都道府県は全国都道府県対抗女子駅伝。
　　全国高校女子駅伝は1989年創設

都道府県 全日本実業団 全国高校
京セラ（京都）
ワコール（京都）
ワコール（京都）
ワコール（京都）
ワコール（京都）
リクルート（千葉）
リクルート（千葉）
ワコール（京都）
沖電気宮崎（宮崎）
沖電気宮崎（宮崎）
東海銀行（愛知）
沖電気宮崎（宮崎）
三井海上（東京）
三井住友海上（東京）
第一生命（東京）
三井住友海上（東京）
三井住友海上（東京）
三井住友海上（東京）
資生堂（東京）
三井住友海上（東京）
豊田自動織機（千葉）
三井住友海上（東京）
天満屋（岡山）

市船橋（千葉）
群馬女短大付（群馬）
筑紫女学園（福岡）
市船橋（千葉）
仙台育英（宮城）
仙台育英（宮城）
埼玉栄（埼玉）
埼玉栄（埼玉）
埼玉栄（埼玉）
田村（福島）
筑紫女学園（福岡）
立命館宇治（京都）
諫早（長崎）
筑紫女学園（福岡）
須磨学園（兵庫）
諫早（長崎）
興譲館（岡山）
須磨学園（兵庫）
立命館宇治（京都）
豊川（愛知）
豊川（愛知）
興譲館（岡山）

京都
京都
京都
京都
京都
大阪
千葉
宮城
京都
熊本
埼玉
福岡
長崎
兵庫
京都
兵庫
兵庫
京都
京都
京都
京都
京都
岡山

1988年
　89年
　90年
　91年
　92年
　93年
　94年
　95年
　96年
　97年
　98年
　99年
2000年
　01年
　02年
　03年
　04年
　05年
　06年
　07年
　08年
　09年
　10年
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ホットコーナー

　岡山県は数多くの文学者を輩出したことで知
られる。だが、岡山で人生の一時期を過ごした作
家は意外に知られない。「ねらわれた学園」など
少年向け小説でも知られる日本ＳＦの巨匠・眉村
卓さん（７６）＝大阪市阿倍野区＝もその一人。が
んで余命１年を宣告された妻の悦子さん（故人）
のために毎日１話、短い物語を書き続けた実話
を映画化した「僕と妻の１７７８の物語」が今年１
月に公開され、注目される眉村さんに、青春のひ
とときを過ごした岡山県日生町（現在の備前市）
の思い出など聞いた。

　＜眉村さんは、大阪大経済学部を卒業し、１９
５７年、大阪窯業耐火煉瓦（現ヨータイ）に入社。
すぐに日生工場（備前市）に転勤となった。大阪
の市街地で生まれ育った眉村さんにとって、初
の地方暮らしだった＞
　当時の日生は、自然豊かでのどかな港町で、戦
災から復興した大阪から来た僕には、戦前にタイ
ムスリップしたように映りました。岬の突端にある
工場では６００人くらいが働いていて、僕は総務
課の庶務係として現場での事務全般を担当しま
した。社内報の校正で岡山市に行ったついでに
映画を見たこともありましたね。
　独身寮での生活も忘れられない思い出です。
年代の近い寮生が８人くらいだったかな。何かに
つけ酒を飲んでは騒いだものです。僕は大学時
代に柔道をしていたから、同好の士を集めて柔道部を作っ
たりもしましたよ。
　本当に楽しい毎日でしたが、半ば研修のような形だった
から、１１カ月後に大阪の本社に戻りました。希望すれば残
ることもできたんですが、高校時代の同期生だった妻との
結婚を考えていたし、文学への思いも強くなっていた。ここ
に安住してはいけない、と思ったのも確かです。

　＜眉村さんは、１９６３年に退職し、デビュー作「燃える傾
斜」を発表。ＳＦ作家の道を歩んでいく。創作の中で、青春

の一時期を過ごした日生は、意外にも大きな役割を果
たしたという＞
　日生はずっと大好きな町です。今も執筆の合間に、気
分転換や俳句の吟行で足を運んでいますよ。僕の日常
とまったく異なる空間でありながら、人も町もなじみ深
く、安心してリフレッシュすることができる。いわば「心の
古里」ですね。
　日生では特に何もしないんです。なじみの旅館に泊
まり、町や海岸を歩くだけ。そんな時間に身を浸してい
ると「本当の僕はあの時に日生に留まり、今も会社に勤
めているんじゃないか」という思いさえ浮かんできま
す。
　そこから着想を得たのが「傾いた地平線」（１９８１年）
です。僕をモデルにした中年の作家が、突然、人生のさ
まざまな「ｉｆ」を体験していく物語。その一つとして岡山
県の「Ｈ町」での生活を書きました。もちろん日生に残っ
た僕を想像したものです。

　「傾いた地平線」以外にも、作品の舞台として「Ｈ町」
は何度も登場させましたよ。名前は出なくてもモデルにした作品も多い。僕が知る“田舎”は、当時の日生だ
けだから、地方を描く時には、必ずその記憶が土台になるわけです。あの１１カ月は、貴重な経験でしたね。

　＜日本のＳＦ作家第一世代として、数多くの作品を発表してきた眉村さん。しかし、妻悦子さんにがんが
見つかった９７年当時、作家として深刻な危機を迎えていた＞
　時代の流れの速さに付いていけなくなっていたのかな。出版物として要求される物語が、僕の書きたい
ものとずれていき、何を書けばいいのか分からなくなった。最大の停滞期でした。
　そんな状況で闘病中の妻を元気づける「１日１話」に取り掛かったものですから、本当に苦しかった。アイ
デアに詰まってイライラして、妻を心配させてしまう、ということまでありました。

　彼女の死（２００２年５月）で執筆を終えてからは、しばらく何もする気に
なれませんでした。しかし、心が少しずつ書く方に動き始めた。僕自身の日
常を少しずらすことから始まる非日常の物語。それが、８年ぶりの長編「い
いかげんワールド」（０６年）と昨年１２月出版の「沈みゆく人」（ともに出版
芸術社）です。
　これらは「必ずどこかで日常とつながっていること」をルールにした「１
日１話」から生まれたものです。妻を思って書き続けた日々が、停滞した僕
に道を開いてくれた。
　彼女がいなくなって８年以上が過ぎました。一人の暮らしにも慣れまし
たが、部屋で書いていると、彼女が今にも階段を上がって様子を見に来る
ような…。そんな空想は、今の僕にとって楽しいものなんです。

（本文、写真ともに山陽新聞社提供）

青春のひとときを岡山（日生）で過ごしたＳＦ作家の眉村卓さん

「妻との最後の５年間は、作家としても掛け替えのない時間だった」と
語る眉村卓さん＝大阪市内のホテル

「日生は、僕が初めて体験した“異郷”でした」。生まれ育っ
た大阪の街にたたずむ眉村さん

日生が舞台として登場する長編
「傾いた地平線」の表紙

大阪市生まれ。大阪大経済学部を卒業後、大阪
窯業耐火煉瓦（現ヨータイ）に入社。１９５７年に
岡山県・日生工場に赴任し、約１年間勤務した。
63年に「燃える傾斜」で作家デビュー。日本のＳ
Ｆ作家第一世代として活躍し、「なぞの転校生」
「ねらわれた学園」といった少年向け小説も人気
を集めた。７９年に「消滅の光輪」で泉鏡花文学
賞。２０１０年１１月には「１７７８話」から５２編を
選抜した「僕と妻の１７７８話」（集英社文庫）も
出版された。日本ペンクラブ副会長、大阪芸術
大客員教授。

眉村　卓（ＳＦ作家）　
まゆむら・たく　
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第 　　 章6

●と　き　　平成２２年７月５日(月)　午前１１時より

●ところ　　ホテルグランヴィア岡山「クリスタル」の間

●式次第　１　開　　式

　　　　　2　あいさつ

　　　　　３　来賓祝辞

　　　　　４　表彰状及び副賞贈呈

　　　　　５　受賞者代表あいさつ

　　　　　６　助成金交付

　　　　　７　助成金受領者代表あいさつ

　　　　　8　閉　　式

贈　呈　式 受賞者からのひとこと第 　　 章7
マルセン栄誉大賞

マルセン栄誉大賞受賞にあたって
髙橋　大輔

写真は「Yuriko Imanaga」提供

　この度は、「マルセン栄誉大賞」という名誉ある受賞し、まことに身に余

る光栄なことと感謝しております。マルセンスポーツ・文化振興財団関係者

の皆様、またご声援を頂きました皆様にこの場をお借りして御礼申し上げ

ます。

　昨シーズンはバンクーバーオリンピックで銅メダル、トリノ世界選手権で

金メダルを獲得することができました。２００８年に右膝十字靱帯断裂及

び半月板損傷という怪我をした際、この先、競技人生はどうなるだろうと

思うこともありましたが、今、振り返ると「スケートがしたい」という気持ち

が僕を動かしてくれたように思います。氷上から５カ月程離れ、久々に氷上

にのった際には、子供の頃にここ岡山・倉敷でスケートをしていた純粋な

気持ちを思い出しました。リハビリ中は大変なことだけではなく、沢山の

方々と出会う機会を頂き、スケートを離れることで違った角度からいろい

ろなことを学ぶことができました。また、沢山の関係者に恵まれ、今回の

成績が収められ、このような栄えある賞を頂くことができたのも決して一人

の力では成し遂げられなかったことと強く思います。

　バンクーバーオリンピックを終え

たら競技生活を引退するつもりでお

りましたが、もう少し自分に挑戦した

いという気持ち、そして怪我から復帰

し、体が動く喜びを感じ、今シーズン

も競技生活を続けることに致しまし

た。今後も皆様に喜んで頂けるよう

なスケーティング、そして未来を担う

子供たちに夢を与えられるようなア

スリートでいたいと思います。

　今シーズンは世界選手権が日本で

開催されます。2連覇そして自分の理

想のスケートができるよう毎日を大

切に一歩一歩進んでいく所存です。

今後も何卒応援の程宜しくお願い申し上げます。
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マルセンスポーツ大賞 マルセン文化大賞

マルセンスポーツ大賞受賞にあたって
新田　佳浩

平山郁夫先生から預かったもの
井手　康人

　一昨年末、平山郁夫先生は御逝去されました。

　私は東京芸術大学大学院では、平山先生の研究室に進むことができま

した。

　しかし、修士２年生になると、平山先生は学部長になられ、その研究

室は福井爽人先生が受け継がれることになりました。私は平山先生の最

後の研究室の学生となってしまいました。

　平山先生の研究室では多くの優秀な先輩がいます。

　福井爽人先生はその代表的存在で、平山先生の後継者です。

　福井先生は寡黙で作家としての姿勢を見せる先生だと思います。

　それでも私達に語ってくれる言葉は重く、哲学的で深く考えさせられ

るお話ばかりでした。それは福井先生御自身の経験や深い洞察によるも

のが多いとは思いますが、やはりいつも平山先生の側にいて、大きな影

響を受け続けていたからではないかと思います。そして、平山先生が残

してくれたものを守ろうとしているようにも思えます。

　我々は数式や言葉で表現できませんが、心で受け継がなければ永遠に

存在しなくなるその生命を預かっているようなものだと思います。

　これからも精一杯の気持ちで制作に取り組んでいくしかありません。

　まず今回このような賞を受賞することができ、大変光栄なことです。

　ただ、この賞を受賞できたのは、私1人だけの力ではありません。

　3歳のとき、コンバインという農機具でケガをしたとき、当時運転して

いた祖父。事故をいち早く気が付いた祖母。コンバインの中に入ってし

まった私の左手を1つ1つ捜してくれた近所の方々。少年時代、何か出来

なくて泣いて帰る私に温かいサポートをしてくれた家族の存在。そして

学校でも、多くの先生方、友人に支えられ岡山県で過ごすことが出来ま

した。

　父親が片手の私に「やれば何でも出来る」という思いを持たせるため

に始めたスキーが、私の人生の中で大きな存在となりました。それは、

1998年に行われた長野パラリンピックに出場するきっかけになったば

かりでなく、荒井監督をはじめ多くの方と出会うきっかけとなりまし

た。

　そしてパラリンピックとの出会いを契機に、私の中である想いを持つ

ようになりました。それは、事故の責任を感じている祖父に金メダルを

かけてあげるということでした。その想いを持つようになって、12年か

けてようやく、今回のバンクーバーで金メダルを獲得することが出来ま

した。

　今回の金メダルは、様々な方の出会いや想いがなければ出来なかった

ことです。私はその想いを駅伝のように襷をつないだからこそ達成でき

たのではないかと思っています。ただ、これが私のゴールではありませ

ん。次回行われるロシアのソチパラ

リンピックに向けて、大会の連覇。

そして、私のように障がいを持って

いても、頑張っている子ども達に夢

や希望を持つことができる環境作り

をしていきたいと考えています。こ

の目標が達成できるかわかりません

が、情熱を力に変えて全力で頑張っ

ていきたいと思います。

　今回、このような賞を受賞し、気

持ちを新たにしています。
拈華微笑（第95回院展無鑑査作品）
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マルセンスポーツ賞 マルセンスポーツ賞

受賞にあたって
井原ジュニア新体操クラブ　監督　井上　　正

受賞にあたって
玉野光南高校　陸上競技部　顧問　　長谷川　昌弘

　この度は、「マルセンスポーツ賞」を戴き、誠にありがとうございます。

　本校は、昭和59年に開校して、今年で27年目の学校です。開校と同時に

陸上競技部も創部しました。インターハイでの総合優勝は、本校陸上競技

部の最大の目標でありました。それが2009年の奈良インターハイにおい

て男子学校対抗で総合優勝を達成することができました。

　2006年の大阪インターハイで、男子総合８位に入賞し、閉会式に出席し

ました。優勝した学校は、選手が７人も列び、顧問は優勝監督賞を受け取る

のです。スタンドからその光景を見ながら『いつかは総合優勝し、選手たち

といっしょにこの閉会式で表彰されたい』と強く思いました。

　2009年の奈良インターハイでの最終種目４×400ｍリレー決勝。その

前の時点で本校は総合得点20点で２番目。１番目の学校は、このリレーの

決勝に進めなかったので、うちが６位以上で総合優勝が決まります。アクシ

デント(接触・転倒やバトンを落とすなど)がないことを祈りながらスタンド

から見守っていました。アンカーの安部孝駿にバトンが渡ったときが５位。

安部は３人抜いて２位でフィニッシュ。その瞬間、男子総合優勝が決まりま

した。神達靖久岡山県陸上競技協会理事長と握手をし、ゴールした選手た

ちのところへ走っていきました。

　このインターハイで400ｍＨで優勝した安部孝駿は、2010年にカナダ

で開催された世界ジュニア陸上競技選手権でも400ｍＨで準優勝、銀メダ

ルを手にすることができました。彼には『オリンピック』という大きな夢舞

台で活躍してほしいと思います。

　最後になりまし

たがこの受賞にあ

たりご尽力いただ

きました関係各位

に厚く御礼申し上

げたいと思いま

す。ありがとうご

ざいました。

岡山県作陽高等学校　ゴルフ部　神田　寿則

　この度は、名誉あるマルセンスポーツ賞を受賞させていただき、誠にあ

りがとうございました。受賞の喜びはもちろんですが、普段表に出ること

の少ないジュニアの指導者に目を向けていただいたことに感激しておりま

す。と同時に大きな責任も感じており、今後も現状に満足せず努力を重ね

なければならないと肝に銘じております。

　京都出身の私が、男子新体操ジュニア選手強化を任され井原市に来て

10年になりました。日本一の選手を育ててみたいという思いと、指導経験

の浅い私を必要とし、声を掛けていただいた方々の期待に何とか応えたい

という思いを心に留め、平成12年６月にチームを立ち上げました。当時井

原市には男子新体操の土壌が全くなく、まさにゼロからのスタートでした

が、『チャンピオンは井原から！！』をスローガンに強化活動がスタート

しました。結果を出さなければならないプレッシャーもありましたが、新

体操が一番楽しかったのはこの年かもしれません。創部から３年目の平成

14年に全日本ジュニアに初出場し、翌15年には悲願の優勝を果たすこと

ができました。嬉しいことにその当時の選手たちはインターハイ・国体で

も優勝し、今では大学生となり全日本選手権でも優勝するなど、新体操界

の宝となっています。指導者としてこれほど嬉しいことはありません。ま

た、そんな先輩たちを目標にして頑張っている今の選手たちが21年度、そ

して今年度４回目の優勝を果たしてくれました。

　このような短期間で成績が残せているのも選手の頑張りはもちろん、関

係者の方々、地域の方々の多大なるサポートがあればこそ成し遂げられた

ものであり、心より感

謝しておりますととも

に、この場をお借りし

まして厚く御礼申し上

げます。ありがとうご

ざいました。

　最後になりました

が、マルセンスポーツ

文化振興財団の益々の

御発展を心より祈念申

し上げます。
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マルセンスポーツ賞 マルセン文化賞

マルセンスポーツ賞受賞にあたって
皇后杯第２８回全国都道府県対抗女子駅伝　岡山県チーム　監督　　山口　衛里

（天満屋陸上競技部コーチ）

受賞を転機として
高田神社横野獅子舞保存会　会長　　小林　一知

　この度は栄えあるマルセン文化賞をいただき加えて多額の副賞を有難う

御座いました。まずもって貴会には県内のスポーツ、文化の振興に大変ご尽

力になって居られる事績に接し深く敬意を表する次第です。

　さて、私たちの高田神社横野獅子舞保存会は高田神社の氏子約370戸で

構成し、古くから伝わっている神社祭礼の行事として獅子舞を伝承している

ものです。当番組を５組に分けて編成し毎年例大祭を担当しますが、この際

獅子舞連中（笛、太鼓、獅子34～40人）を編成し練習を重ね技能を引き継

いでいます。また高田小学校では郷土の伝統文化である獅子舞を学校文化

祭の行事に採り上げています。

　今般の副賞を有効に活用する方途を検討の結果、１、高田小学校に対して

出石神楽笛32本を贈呈する。２、各当番組に対して技能者の確保養成と研

修経費として毎年一定額を交付することにしました。

　小学校では従来獅子舞の笛に学習用リコーダーの縦笛を使用していまし

たが、演技の手伝いをしている獅子舞保存会のものとしては横笛にならぬ

ものかと思案していました。

　そこでこの機会に本来の横笛に切り替えるように学校と相談しましたと

ころ意欲的な理解が得られたので現物提供することにした次第です。

　また、当番組においては、獅子舞組織の基礎組織として後継者の確保養

成を担っていますのでその活動経費の一部を支援するようにして組活動強

化の制度を確立することにしました。

　今回の受賞が私たちの地域に於ける活動の一つの転機となり新たな取り

組みがはじまりまし

た。伝統文化の伝承

に物心両面から新し

い息吹が加わり活性

化に役立つ行動が展

開できますことを大

変有意義に感じてい

ます。

岡山県作陽高等学校　ゴルフ部　神田　寿則

　この度は、名誉あるマルセンスポーツ賞を受賞させて頂き誠にありが

とうございました。

　毎年京都で行われる「都道府県対抗女子駅伝競走大会」は今回から

「皇后杯」がついた大会、皇后杯第28回全国都道府県対抗女子駅伝大会

で、各県チームが狙っているハイレベルなレースの中、岡山県代表選手

たちの「優勝したい」という執念とチームスタッフや関係者、県民の

方々のご支援、ご協力いただいたおかげで「初優勝」勝ち取れたと思っ

ております。また、私自身、岡山県チームの監督となってから僅か2年で

最高の結果を味わうことができました。しかし、それは、これまでの監

督、スタッフが選手の強化に時間をかけてご尽力戴き、選手育成をして

頂いた努力がやっと実り、最高の結果を出すことができたと思っており

ます。この努力を無駄にしない様に、これからも気持ちを引き締めてい

きたいと思っております。

　今は、今年度の大会2連覇に向けて準備をしております。私たちは、結

果を残すことで応援してくださっている方々への恩返し、また、見てく

ださっている方々に少しでも元気を与えられるように、いい結果を残せ

て行けたらと思っておりますので、今後とも応援のほどよろしくお願い

致します。

　最後になりましたが、この受賞にあたりご尽力頂きました、関係各位

に厚く御礼申し上げますとともに、マルセンスポーツ文化振興財団の今

後ますますの発展と受賞に対するお礼させて戴きます。
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マルセン文化賞

蛸と私と・・・
諸星　美喜

岡山県作陽高等学校　ゴルフ部　神田　寿則

　ただただ絵を描いているだけの私は、マルセン文化賞受賞の重みを感

じずにはいられない。誠に有り難く、背中を押して頂いた温かな気持ち

が何よりも嬉しい。偶然にも授賞式当日は、私の誕生日で忘れられない

一日でもあった。なにぶん文才も無く格好良い言葉など何も思い付かな

いけれど、思うままに綴ろうと思う。

　美術大学を卒業し、結婚と共に京都から引っ越してきた私は、不安で

たまらなかった。ココで描いていけるのか？やはり筆を折ることになる

のか？自問自答の日々だった。そんな中、倉敷で初めて出逢った愛すべ

きモデル、それは下津井の蛸だった。仲買人から生きた蛸を譲り受け、

アトリエで飼育しながら、来る日も来る日も写生した。毎日主人と下津

井まで海水を汲みに行き、餌になる小さな蟹を探した。時に元気な蛸

は、あらゆる物を破壊・脱走を重ね、ふと見ると色鉛筆を握っていた。

「やはり絵描きが飼う蛸は、図面も描くのかぁ～っ！！」と大声で笑っ

た。何か面白い命のカタチを表現出来ないか・・・。今の自分に嘘をつ

かず豊かな思いを描いてみようと「魚シリーズ」がココから始まった。

　倉敷で描いて日展に出品し続けて10年余り。豊かな瀬戸内の海から、

もっともっと大きな海が観たくなり、2009年ナポレオンフィシュを描

いた。その作品「ゆらり」

が、第41回日展で特選を受

賞した。2回目の特選受賞だ

ったが、あの作品で良かった

のかと未だに迷っている。ま

だまだ満足いく絵は一枚も描

けていない。それでもまた朝

がきて、いつものアトリエで

いつものように魚を描いてい

る。優しい主人と甘えん坊の

猫、私はココで生きている。

DATA
資　料
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事業の記録

1　表彰の記録

大賞

賞

大賞

賞

月　日 区　分 賞 氏　　名 種　　別

第5回　贈呈式（ホテルグランヴィア岡山）        

天満屋女子陸上競技部  
県立新見高等学校ソフトボール部 
県立新見高等学校軟式野球部
福元　美穂  
宮間　あや  
該当者なし  
井手　康人  
小川　尊一
神代郷土民謡保存会  
津山市立北陵中学校吹奏楽部
明誠学院高等学校書道部  

陸上競技  
ソフトボール競技  
軟式野球競技  
サッカー競技　GK  
サッカー競技　MF  

美術　日本画  
美術　洋画  
無形民俗文化財　伝統芸能  
音楽　吹奏楽  
書道  

スポーツ

文　　化

20.7.29

大賞

賞

大賞

賞

月　日 区　分 賞 氏　　名 種　　別

第4回　贈呈式（ホテルグランヴィア岡山）        

該当者なし  
麻生　薫  
岡山県作陽高等学校サッカー部 
岡山湯郷Ｂｅｌｌe  
長田　京大  
牧野　吉伸  
山口　松太  
多胡　昭彦  
田丸　稔  
宮尾　昌宏  

ハンドボール競技　監督  
サッカー競技  
サッカー競技  
新体操競技　監督  
ウエイトリフティング競技　監督 
漆芸  
天文学  
美術　彫刻  
工芸　陶芸  

スポーツ

文　　化

19.7.24

大賞

賞

大賞

賞

月　日 区　分 賞 氏　　名 種　　別

第3回　贈呈式（ホテルグランヴィア岡山）        

髙橋　大輔  
楢村　正明  
古川　興幸  
森政　芳寿  
あさの　あつこ  
川島　基  
難波　滋  
福石神楽団  
岡山県剣道連盟  
岡山県山岳連盟  
岡山シーガルズ  
関西高等学校ボート部  

スケート競技フィギュア  
ソフトテニス競技　監督  
レスリング競技　監督  
陸上競技　監督  
文芸　児童文学  
音楽　ピアニスト  
美術　洋画  
無形民俗文化財　伝統芸能  
剣道競技  
山岳競技  
バレーボール競技  
ボート競技  

スポーツ

文　　化

特別賞

18.7.21

大賞

賞

大賞

賞

月　日 区　分 賞 氏　　名 種　　別

第1回　贈呈式（ホテルグランヴィア岡山）        

武冨　豊  
土井　美智恵  
藤原　佳市  
柳井　清志  
髙橋　秀  
粟井春日歌舞伎保存会  
岡山フィルハーモニック管弦楽団
松本　和将  

陸上競技　監督
水泳競技（マスターズ）  
体操競技　監督 
ソフトボール競技　　監督
現代美術
無形民俗文化財　伝統芸能  
音楽　管弦楽  
音楽　ピアニスト  

スポーツ

文　　化

16.12.14

大賞

賞

大賞

賞

月　日 区　分 賞 氏　　名 種　　別

第6回　贈呈式（ホテルグランヴィア岡山）        

該当者なし
岡山県作陽高等学校ゴルフ部
木村禎宏
山陽女子高等学校　体操部
平林金属男子ソフトボールクラブ
髙原洋一
大島の傘踊り保存会
片山康之

ゴルフ競技
車いすテニス競技
体操競技
ソフトボール競技
美術　洋画　版画
無形民俗文化財　伝統芸能
美術　彫刻 

スポーツ

文　　化

21.7.27

大賞

賞

大賞

賞

月　日 区　分 賞 氏　　名 種　　別

第2回　贈呈式（ホテルグランヴィア岡山）        

水鳥　寿思  
石本　直樹  
諸見里　しのぶ
横山　純子  
小川　洋子  
石田　宗之  
はやし田植え保存会  
濱坂　渉  

体操競技  
ベンチプレス競技  
ゴルフ競技  
陸上競技　監督  
文芸　小説  
美術　洋画  
無形民俗文化財　伝統芸能  
美術　彫刻  

スポーツ

文　　化

17.8 .3
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年度 区　分 イベント名 実施日 応募数 決定数 金額

3　イベントの記録（協賛を含む）

「第28回全国ママさんバスケットボール交歓大会岡山大会」協賛

「第2回倉敷国際少年野球大会」協賛

「第57回全日本実業団対抗陸上競技選手権大会」協賛

「マルセン少年バレーボール教室」　　山陽ふれあい体育館

「第28回山陽女子ロードレース」　協賛

「第5回沙美アートフェスタ」協賛

「朝鮮王朝の絵画と日本」　チケットプレゼント

絵はがき（写真コンテスト入賞作品）　　プレゼント

論文募集

岡山県文化連盟　「文化のつどい」

「2009マーチング・イン・オカヤマ」　協賛

(株）NHK文化センター

　「アンデルセンinホテルオークラ岡山」　協賛

「悠久への回帰　高橋秀展」チケットプレゼント

21.8.7～9

21.8.22～23

21.9.25～27

21.10.18

21.12.23

21.5.16

21.6.5～7.12

21.7.25～29募集

21.9.1～10.31募集

21.9.5／9.12

21.10.11～12

22.2.21

22.3.5～4.4

－

－

－

－

－

－

187通

206通

25点

－

－

－

178

－

－

－

85名

－

－

200名

150名

7点

－

－

－

100名

2万円

10万円

10万円

37万円

105万円

10万円

16.6万円

15.2万円

25.4万円

35万円

10万円

5万円

8.4万円

21

2　助成の記録

34件

45件

月　日 区　分 予　算 応募数

９９６，４１０円

１，０００，０００円

助成額

10件

10件

助成数

第5回交付式（ホテルグランヴィア岡山）    

合　計　２１件　　２，９９６，４１０円
累　計 １０３件　 １２，７９４，５５０円

20.7.29
スポーツ

文　　化

100万円

100万円

県立総社南高等学校ダンス部保護者会　１００万円

19件

42件

月　日 区　分 予　算 応募数

959,115円

1,299,000円

助成額

10件

14件

助成数

第6回交付式（ホテルグランヴィア岡山）    

合　計　２5件　　3,258,115円
累　計 １28件　 16,052,665円

21.7.27
スポーツ

文　　化

100万円

100万円

第25回国民文化祭おかやま2010　１００万円

31件

53件

月　日 区　分 予　算 応募数

９64，50０円

１，０3０，０００円

助成額

10件

11件

助成数

第4回交付式（ホテルグランヴィア岡山）    

合　計　21件　1,994,500円
累　計　82件　9,798,140円

19.7.24
スポーツ

文　　化

100万円

100万円

36件

27件

月　日 区　分 予　算 応募数

９70，00０円

992，０００円

助成額

10件

10件

助成数

第3回交付式（ホテルグランヴィア岡山）    

合　計　２０件　１，９６２，０００円 
累　計　６１件　７，８０３，６４０円 

18.7.21
スポーツ

文　　化

100万円

100万円

晴れの国おかやま国体　　１００万円34件

24件

月　日 区　分 予　算 応募数

９88，64０円

１，０００，０００円

助成額

10件

10件

助成数

第2回交付式（ホテルグランヴィア岡山）    

合　計　21件　2,988,640円
累　計　41件　5,841,640円

17.8.3
スポーツ

文　　化

100万円

100万円

晴れの国おかやま国体　　１００万円
31件

15件

月　日 区　分 予　算 応募数

１，０００，０００円

853，０００円

助成額

10件

9件

助成数

第1回交付式（ホテルグランヴィア岡山）    

合　計　２０件　２，８５３，０００円
16.12.14

スポーツ

文　　化

100万円

100万円

事業の記録
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　　　　　（平成21年４月１日 ～平成２2年３月３１日）      

4 0 0 , 0 0 0

1 4 , 0 0 0 , 0 0 0

0

0

1 4 , 4 0 0 , 0 0 0

1 1 , 8 0 0 , 0 0 0

2 , 6 0 0 , 0 0 0

0

1 4 , 4 0 0 , 0 0 0

0

0

0

0

0

0

0

  

  0

0

0

Ⅰ　　事業活動収支の部

　１　事業活動収入  

　　　基本財産運用収入

　　　寄付金収入

　　　雑収入

　　　繰入金収入  

　　　事業活動収入計  

　２　事業活動支出  

　　　事業費支出  

　　　管理費支出  

　　　繰入金支出  

　　　事業活動支出計  

　　　事業活動収支差額

Ⅱ　　投資活動収支の部

　１　投資活動収入

　２　投資活動支出

　　　投資活動収支差額 

Ⅲ　　財務活動収支の部

　１　財務活動収入

　２　財務活動支出  

　　　財務活動収支差額 

Ⅳ　　予備費支出  

　　　当期収支差額  

　　　前期繰越収支差額

　　　次期繰越収支差額 

 

  

科　目 予算額

3 0 0 , 0 0 0

3 , 1 7 0 , 0 0 0

  5 7

1 0 , 0 0 0 , 0 0 0

1 3 , 4 7 0 , 0 5 7

9 , 7 7 0 , 6 9 7

 2 6 9 , 5 0 5

  0

1 0 , 0 4 0 , 2 0 2

3 , 4 2 9 , 8 5 5

0

0

0

0

0

0

3 , 4 2 9 , 8 5 5

9 , 8 0 1 , 6 3 7

1 3 , 2 3 1 , 4 9 2

決算額

平成21年度　収支計算書

（単位：円）

年度 区　分 イベント名 実施日 応募数 決定数 金額

スポーツ

文　　化

スポーツ

文　　化

17

16

事業の記録



31

（平成22年3月31日　現在）

3,720,669
17,662

0
0

11,628,149
15,366,480

100,000,000
100,000,000

15,000,000
15,000,000

0
115,000,000
130,366,480

552,653
12,190
564,843

0
564,843

100,000,000
100,000,000

29,801,637
129,801,637
130,366,480

3,918,685
17,943
295,050
26,250

9,142,334
13,400,262

100,000,000
100,000,000

10,000,000
10,000,000

609,943
110,609,943
124,010,205

778,713
0

778,713

778,713

100,000,000
100,000,000

23,231,492
123,231,492
124,010,205

Ⅰ　資産の部
　　１　流動資産
　　　　現金預金
　　　　未収金
　　　　仮払金
         　前払費用
　　　　立替金
　　　　流動資産合計
　　２　固定資産
　　　　⑴基本財産

　　　　　基本財産合計
　　　　⑵特定資産
　　　　　特定預金
　　　　　特定資産合計
　　　　⑶その他固定資産
　　　　　その他固定資産合計　
　　　　　固定資産合計
　　　　資産合計
Ⅱ　負債の部
　　１　流動負債
　　　　未払金
　　　　預り金
　　　　流動負債合計
　　２　固定負債
　　　　固定負債合計
　　　　負債合計
Ⅲ　正味財産の部
　　１　指定正味財産
　　　　寄付金
　　　　指定正味財産合計
　　２　一般正味財産
　　　　一般正味財産合計
　　　　正味財産合計
　　　　負債及び正味財産合計

科　目 当年度 前年度 増　減

198,016
281

295,050
26,250

△ 2,485,815
△ 1,966,218

0
0

△ 5,000,000
△ 5,000,000

609,943
△ 4,390,057
△ 6,356,275

226,060
△ 12,190
213,870

0
213,870

0
0

△ 7,180,088
△ 7,180,088
△ 6,966,218

貸借対照表
（単位：円）
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発行所／財団法人マルセンスポーツ・文化振興財団
所在地／〒700-0023　岡山県岡山市北区駅前町1丁目2番4号
電　話／（086）800-0077　ファックス／（086）800-0055
URL　http://www.marusen-zaidan.or.jp/
（本書の無断複写は著作権法上での例外を除き禁じられています）
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